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も出会うことができた｡ 本稿では､ そのうちの一つである L on de Rosny
著の  Aper u de la grammaire siamoise (図１) (東洋文庫での請求









著者の L on de Rosny (レオン・ド・














あったと考えられる｡ このことは､ 本書の冒頭で ｢1853年に Jean-Baptiste
Pallegoix 猊下(３)の下でタイ語の初歩を学ぶ栄誉を得た｣ という趣旨の









まず彼は､ 1855年に  Quelques observations sur la langue siamoise
et sur son  criture (日本語に訳せば ｢シャム語とその文字に関するい
くつかの考察｣) と題した文章を発表している｡ これは本書の前身に相





し､ 本書  Aper u de la grammaire siamoise はそれからさらに20年以
上経過した後に書かれている｡ したがって､ 後者は前者を発展させたも












字の発音) が第１節の  De l criture tha ou siamoise (｢タイ語もし
くはシャム語の文字について｣) で説明され､ 続く第２節の  De la
Grammaire (｢文法について｣) で文法を概観しており､ 各文法項目は







である｡ そのため､ タイ語のことをもっと詳しく知りたければ､ ロニー



















(１) 佐藤文樹 ｢レオン・ド・ロニー : フランスにおける日本研究の先駆者｣
(『上智大学仏語・仏文学論集』 ７､ 1972年) を参照｡
(２) ロニーの主要な著作については､ モリソン文庫所蔵の  Principales
publications de M. L on de Rosny (                                    . Paris, 1878.) にも記載されている｡
(３) シャムの使徒座代理区長を務めた人物で､ タイ語の本格的な文法書であ
る                   や､ 大規模な辞書である                   などを著した｡
(４) 本文の末尾に A suivre (｢続く｣ という意味) と記されている通り､ 何
回かに分けて書かれた連載であり､ 10数ページで完結しているわけでは
ない｡
(５) 実例として､ 中国語の馬 (ma) に由来するタイ語の (ma) などが
共通して挙げられている｡
(６) 例えば､ 現代の標準的な文法書と思われる David Smyth.                      (London: Routledge, 2002.) でも発音､ 書記体系､ 名
詞､ 代名詞…という類似した順序で項目が並べられている｡
本稿の執筆に当たって､ 筆者にお声をかけて下さった関係各位の皆様
に厚く御礼を申し上げます｡
(東京大学大学院人文社会系研究科・博士課程)
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